
医療に関する国民意識調査  

一調査結果報告－  

Ⅰ 調査の概要  

凪調査の目的  

○ 本調査「医療に関する国民意識調査」は、昨今の医療制度改革の流れの中で、一般国民が現   

在の医療に対して抱いている様々なニーズ等のデータを広く収集・分析し、今後の医療政策の   

倹討に資する基礎資料を整備することを目的として実施した。   

画調査の方法とこ内容  

口調査対象  

○ ㈱日本リサーチセンターが保有する全国のNRCパネル64っ087人から、地域・都市規模等の母   

集団比率に応じて層化し、2，000人を抽出した。  

臼調査方法   

○ アンケート法（自記式：郵送発送・郵送回収）   

○ 実施時期：平成19年9月   

○ 回収数：1，263人（回収率63．2％）  

口調査内容   

○ 調査内容は下記の通り。  

図表ト1調査内容  

a   内  
容   

項目  年齢、性別、所在地、世帯類型、職業、加入している医療保険  

特定健診・保健指導の認知度、後期高齢者医療制度の認知度、受診状況 等   

夏 目  決まって相談・受診する医師、医療機関の状況  

高齢期における療養場所に関する意向  

終末期医療に関する意向  

現在の医療の満足度  

医療機関への要望  

わが国の医療のあり方として希望すること  

医療費に関する意向  

ジェネリソク医薬品の認知度・服用経験・服用した感想  

医療保険者からのサービスの満足度・充実を期待するサービス 等   
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Ⅱ 結果の概要  

回医療機関のかかりかた  

口最近1年間での受診状況   

○ 入院の経験6．8％   

○ 外来の経験64．6％（そのうち21．3％［対象者全体の13．8％］は重複受診の経験あり）  

図表2－1最近1年間での入院の有無   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

925％  合計  
（N＝1263）   

0．了％  

田ある  日ない  田無回答  

国表2－2 最近1年間での外来受診の有無   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

合計  
（N＝1263）   

田ある  日ない  田無回答  

≠  

図表2－3 同じ病気やケガで同時期に複数医療機関を受診した経験の有無   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

合計  
（N＝816）  

伍ある  ロない  田無回答  

■  
図表2－4 同じ病気やケガで同時期に複数医療機関を受診した理由  

［N＝174］   件 数  割 合   

先に受診していた医療機関・医師からの紹介で、他院で専門的な検査等を受けた   76  43．7％   

先に受診していた医療機関・医師からの紹介で、他院のセカンドオピニオン外来を受診した   7   4．0％   

先に受診していた医療機関・医師の診察内容等に不満があり、自分の判断で他院を受診した   70  40．2％   

その他   27  15．5％   
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○ 救急時の対応：第1位 休日・夜間診療所へ行く 50．9％  

第2位 救急医療情報を調べて救急医療機関へ行く 40．0％  

第3位 市販の薬を服用し様子をみる 36．8％・・・等  

図表2－5 深夜や休日などに具合が悪くなったときの対応（複数回答）  

0％   20％  40％  60％  80％  
（N＝1263）  

休日・夜間診療所へ行く  

救急医療情報を調べて救急機関へ行く  

市販の薬を服用し様子をみる  

119番に電話をして救急車を呼ぶ   

かかりつけ医師に連絡をとり、外来を受診  

とりあえず大きな病院へ行く   

かかりつけ医師に連絡をとり、往診を頼む  

その他  

′1  
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日日頃から健康相談や、病気のときにきまって受診している医師・医療機関の有無  

図表2－6 日頃から相談・受診している医師・医療機関の有無  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  
（N＝1263）  

田病気になるといつも相談し、診察を受ける医師がいる  

ロこの病気ならこの先生という意味でなら、決まった医師がいる  
四いつもかかる医療機関ならあるが、診察を受ける医師は決まっていない  

ロそのような医師・医療機関はない  
疇無回答  

コ  

国表2－7 その医師に決めた理由（複数回答）  図表2－8 その医師のいる医療機関  

その他の 無回答   
病院  5・4％  

0％   20％  40％  60％  80％  
（N＝355）  

自宅から近く通院が便利  
（N＝355）  

医師の人柄が良い  

病気や治療についてよく説明してくれる  

あなたの病歴や償丘状態などを良く知っn＼る  

あなたの家族の病歴や髄鷹状態なども良く知っでいる  

必辛なときにいつでも蓮緒がとれ、適切な指示をしてくれる  

必要なときに．適切な医師・医療職醐等を紹介してくれる  

どんな病気でも診てくれる  

医師の鯵軍技術が優れている   

健康や疾病予防、医療・介護の相談に気軽l＝応じてくれる  

深夜や休日などの緊急時にも鯵てくれる  

鼻斬の毯傭が整えられている  

往診を捜んでも断らない  

その他  

図表2－9 きまった医師・医療機関をもたない理由（複数回答）  図表2－6 日頃から相談・受診している医師・医療機関の有無【再掲］  

0！i 10Iも  20！i 30％  40ち  50，i 60％  70！i 80！も  901i lOO†i  

▼  
■■■  0％   20％  40％  60％  80％  

（N＝335）  

あまり病気をしないから  
l   

酢酢封1  

l  

毒13  

…凋3．3％   

t96ヽ  

その都度、適当な医療機関を選ぶ方がよいと思うから  

適当な医療機関をどうほしてよいのか分からないから  

適当な医療機関を選ぶための情報が不足しているから  

その他  

拙＝増山はない、わからない  

日柄気になるといつも相談し、診察を受ける医師がいる  
田この病気ならこの先生という意喋でなら、決まった医師がいる  
℡いつもかかる医療機関ならあるが、診察を受ける医師は決まっていない  
□そのような医師・医療機関はない  
■無回答  
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○ 日頃から相談・受診している医師・医療機関の有無について年齢階層別にみると、病気にな   

るといつも相談し、診察する医師がいるとの回答は、年齢階層が上がるとともにその割合が増   

加傾向にあることがわかる。  

図表2－10 日頃から相談・受診している医師・医療機関の有無；年齢階層別  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  
（N＝1263）  

20代  

（N＝175）  

30代  

（N＝244）  

40代  

（N＝257）  

50代  

（N＝279）  

60代以上  

（N＝296）  

田病気になるといつも相談し、診察を受ける医師がいる  

□この病気ならこの先生という意味でなら、決まった医師がいる  
匿いつもかかる医療機関ならあるが、診察を受ける医師は決まっていない  
口そのような医師・医療機関はない  
■無回答  
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日日頃から健康相談や、病気のときにきまって受診している医師・医療機関への期待  

国表2－11日頃から相談・受診している医師一医療機関へ現在期待すること（複数回答）  

0％   20％  40†i  60％  80％  
（N＝1263）  

病気やi台療についてよく説明してくれる  

自宅から近く通院が便利  

医顔の人柄が良い  

医師の診察技術が優れている  

必重なときに、適切な直師・医療機関等を紹介してくれる  

あなたの病歴や健康状態などを良〈知っている  

必要なときにいつでも連絡がとれ、適切な指示をしてくれる  

深夜や休日などの緊急時にも診てくれる  

般康や疾病予防、医療・介護の相談に気軽に応じてくれる  

最新の設備が整えられている  

どんな病気でも診てくれる  

あなたのご育鋲の病歴や挺詭状態なども良く知っている  

往診を輔んでも■iらない  

その他  

l   

6．5％      可   

1．4％   

［参考］日頃から相談・受診している医師がいる人：その医師に［決めた理由］と［現在期待すること］  

図表2－12 現在期待すること   国表2－7 その医師に決めた理由［再掲】  

0％   20％  40％  60％  80％  0％   20％  40％  60％  80％  
（N＝355）   

病気や治績についてよく伐明してくれる  

自宅から近く通院が便利  

医師の人柄が良い  

（N＝355）  

自宅から近く通院が便利  

医師の人柄が良い  

病気や治膚についてよく誠明してくれる  

あなたの病歴や儲鷹状態などを良く知っている  

あなたの辛族の病歴や堪オ状態なども良く知っている  

必壬なときにいつでも連絡がとれ、適切な指示をしてくれる  

必隼なときに、適切な医師・医療機関零を紹介してくれる  

どんな病気でも診てくれる  

医師の診察技術が優れている   

髄應や疾病下肪、医療・介はの相場に気軽lこ応じてくれる  

深夜や休日などの緊急時lこも鯵てくれる  

鼻紙の性情が憂えられている  

往診を嬢んでも断らない  

モの他  

あなたの病歴や催應状態などを良く知っている  

必要なと引こいつでも連絡がとれ．適切な指示をしてくれる  

必要なときに、適切な医師・医療機関等を紹介してくれる  

医師の診察技術が優れている  

深夜や休日などの緊急時にも診てくれる  

鮎廣や疾病予防、医療・介護の相はlこ気椎lこ応じてくれる  

どんな病気でも診て〈れる  

1斬の旺傭が整えられている  

あなたのご家應の病歴や蝕庫状態なども良く知っている  

往診を摘んでも断らない  

その他  

図表2－13 ［その医師に決めた理由］よりも［現在期待すること】において順位を上げたもの  

決めた理由  期待すること   

病気や治療についてよく説明してくれる   3位   1位   

必要なときにいつでも連絡がとれ、適切な指示をしてくれる   6位   5位   

必要なときに、適切な医師・医療機関等を紹介してくれる   7位   6位   

医師の診察技術が優れている   9位   7位   

深夜や休日などの緊急時にも診てくれる   11位   8位   

健康や疾病予防、医療・介護の相談に気軽に応じてくれる   10位   9位   

最新の設備が整えられている   12位   11位   
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日医療機関の受診のあり方に関する考え方  

○ 以下のAと］Bの2つの考え方についての賛否について回答を求めた。  

A．病気の症状の程度に関わらず、病院と診療所の区別なく自分の選んだ医療機関を受診する   

計．最初に決まった医師を受診し、その医師の判断で、必要に応じて病院等の専門医療機関を受診する  

Aの考え方に賛成・どちらかといえば賛成：33．0％   

Bの考え方に賛成・どちらかといえば賛成：53．0％   

どちらともいえない・わからない：9．0％  

図表2－14 医療機関の受診のあり方に関する考え方  

（N＝1263）  
0％  10％   20％   30％   40％  

139％  

】  

Aの意見に賛成である   

Aの意見にどちらかといえば賛成  ●
 
 

図表2－15 Aの意見に賛成の理由（複数回答）  

［N＝417］   件 数  割 合   

度、そのときの症状に応じて専門医に診察をしてほしいから   342  82．0％   

同じ医師の診断ばかり受けていては不安だから   95  22．3％   

高度な医療機能をもつ大病院を受診したいから   77  18．5％  

18   4．5％   

ない   7   l．7％   
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A．病気の症状の程度に関わらず、病院と診療所の区別なく自分の選んだ医療機関を受診する  

B．最初に決まった医師を受診し、その医師の判断で、必要に応じて病院等の専門医療機関を受診する  

図表2－14 医療機関の受診のあり方に関する考え方［再掲］  

（N＝1263）  

Aの意見に賛成である  

Aの意見にどちらかといえば賛成  
′■■■＝＝■■■■■●■■■●■■■■■■＝＝＝＝＝＝■＝●  

；Bの意見にどちらかといえば賛成  

；■  Bの意見に賛成である  

由ららともいえない、わからない  

0％  10％   20％   30％   40％  

8．3％   

無回答  

国表2－16 Bの意見に賛成の理由（複数回答）  

［N＝670］   件 数  割 合   

自分だけで、そのときの症状に応じて適切な医療機関を選ぶことが難しいから   450  67．2％   

自分のことを良く知っている医師にまずは受診した方が安心だから   408  60．9％   

医師によって診断結果が異なるのが不安だから   81  12．1％   

その他   22   3．3％   

わからない   3   0，4％   

○ さらに、例えば、一般診療所の医師を事前に選んで登録しておき、体に何か不調を感じたとき   

には、最初にその医師を必ず受診し、救急以外では病院を自由に受診できない一とした場合の感   

想を求めた。   

非常に不安を感じる・やや不安を感じる：79．3％  

図表2－17 上記の想定の場合の感想  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  
（N＝670）  

□やや不安を感じる  

ロ全く不安を感じない  

8無回答  

田非常に不安を感じる  

田それほど不安を感じない  

匹どちらともいえない、わからない  
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A．病気の症状の程度に関わらず、病院と診療所の区別なく自分の選んだ医療機関を受診する  

B．最初に決まった医師を受診し、その医師の判断で、必要に応じて病院等の専門医療機関を受診する  

O AとBの2つの考え方についての賛否について年齢階層別にみると、いずれの年齢階層にお   

いてもBの意見にどちらかといえば賛成との回答が3割を超えている。  

○ また、60歳以上の年齢層では、Bの意見に賛成の回答割合が他の年齢階層に比べてやや高く   

なっている。   

図表2－18 医療機関の受診のあり方に関する考え方；年齢階層別  

20代（N＝175）  30代（N＝244）  40代（N＝257）  50代（N＝279）  60代以上（N＝296）  

0％．  20％  40％ 0％   20％  40％ 0％   20％  40％ 0％   20％  40％ 0％   20％  40％  
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画在宅医療について  

山高齢期に寝たきりになった場合に希望する療養場所  

○ 第1位 自宅33．0％ 第2位病院14．3％ 第3位特別養護老人ホーム12．0％  

○ 年齢階層が上がるに従って希望する割合が増加する療養場所  

：病院、老人保健施設  

図表2－19 高齢期に寝たきりになった場合に希望する療養場所  

0％  10％  20％  30％  40％  
（N＝1263）  

自宅  

病院  

特別養護老人ホーム  

老人保健施設  

有料老人ホーム  

その他  

わからない  

無回答  

淵5．5％  

0．5％  

描司22．1％  
≒≡1．0％   

図表2－20 高齢期に寝たきりになった場合に希望する療養場所；年齢階層別  

20代（N＝175）  30代（N＝244）  40代（N＝257）  50代（N＝279）  60代以上（N＝296）  

20％  40％ 0％   20％   40％ 0％   20％   40％ 0％   20％   40％  0％   20％  40％ 0％  

＝ 

… 

二∵∴川－…   

自宅  

病院  

老人保健施設   

特別養護老人ホーム   

有料老人ホーム  

その他  

わからない  

無回答  
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日終末期医療に関する考え方  

○ 痺痛緩和中心の症状コントロール、精神的援助、家族への援助を受けたい：72．1％  

○ 終末期医療を受けたい場所：第1位 自宅31．0％ 第2位緩和ケア施設29．4％  

○ 自宅で最期圭で療養するために必要なこと  

第1位往診・訪問診療をしてくれる医師 74．2％  

第2位介護してくれる家族 74．0％・・ ・等  

図表2－21希望する終末期医療の内容   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  
（N＝1263）  

由病気の治療を目的とする、積極的な検査・診断・治療・延命処置等  

口療病緩和中心の症状コントロール、精神的援助、家族への援助  
匿わからない  
□無回答   

図表2－22 事前の意思確認書の作成意向  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

合計  
（N＝1263）  

田既に作成している  □作成したい  

四作成したいとは思わない  口どちらともいえない、わからない  

由無回答  

図表2－23 終末期医療を受けたい場所  図表2－24 自宅で最後まで療養するために必要なこと（複数回答）  

（N＝1263）  
（N＝392）  0％ 20％ 40％ 60％ 80％100％  09も   10％   209i  30％   40％  

：191¶   

；1．7％   

1．5％   

：0．9％   

0．4％   

0，6％  

自宅  

ホスピス等の緩和ケア施設  

病院  

老人保健施設  

特別養護老人ホーム  

有料老人ホーム  

その他  

わからない  

無回答  

往診・訪問診療をしてくれる医師  

介護してくれる家族  

経済的な支援  

訪問手渡（看護師の訪問）体制   

症状が急に悪くなった時にすぐ入院できる医療機関  

訪問介護（ホームヘルパーの訪問）体制  

居住環墳の改修  

24時Ⅶ相言射このってくれる専門家・機関  

その他  
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回医療全般について  

ロ現在の医療の満足度・医療機関への要望  

○ 現在の医療にかなり満足・やや満足：31．1％  

現在の医療にかなり不満・やや不満：47．1％  

どちらともいえない・わからない：18．9％  

図表2－25 現在の医療の満足度   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  
（N＝1263）   

匹かなり満足している  ロやや満足している  

田やや不満である  口かなり不満である  

田どちらともいえない、わからない 巴無回答  

図表2－26 医療機関への要望の有無   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

合計  
（N＝1263）  

図表2－27 要望の内容（複数回答）   

（N＝1006）   0％   20％  40％  60％   80％  

待ち時間を短くしてほしい  

病気の状態や治療法をよく説明してほしい  

休日や夜間でも、救急のときは診察してほしい   

難しい病気のときは、専門の医療機関を紹介してほしい   

セカンけどニオン等の他の医師の診断をうけやすくしてほしい  

患者の訴えを十分lこ聞いてほしい  

医師、看護師、受付職員はもっと親切にしてほしい  

得意分野を数えてほしい  

待合室や病室をもっと快適にしてほしい  

注射や投薬はあまりしないでほしい  

検査はあまりしないでほしい  

往診の依棟に応じてほしい  

その他  
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日今後のわが国の医療のあり方として希望すること  

○ 第1位医師、看護師等の医療従事者の確保・育成 71．5％  

第2位夜間や休日における救急医療体制の整備 64．1％  

第3位長期入院できる医療機関の整備 48．8％ ・・ ・  

国表2－28 今後のわが国の医療のあり方として希望すること（複数回答）  

0％  20％  40％  60％  80％  （N＝1263）   

医師、看護師等の医療従事者の確保、育成  

夜間や休日における救急医療体制の整備  

長期入院できる医療機関の整備  

緩和ケアに対応できる医療機間の整備  

在宅医療に対応し介護事業者等と連携する医療機関の整備  

： 医療機関の積極的な情報開示  

ヽ■＝■■■■■■■■tt■■■■■■■■■■＝＝■■■  

医療機関間での患者情報（検査の結果等）の共有化  

遺伝子治療等の高度先進医療の推進  

その他  

わからない  

O 「医療機関の積極的な情報開示」に関連して、対象者全員に医療機関   

いことについて回答を求めた。  

情報として特に欲し  

図表2－29 医療機関の情報として特に欲しいこと（複数回答）  

【医療機関の情報の積極的な開示を希望した者】  

（N＝43り  0％  20％ 40％ 60％ 80％  

【対象者全員】   

（N＝1263）  0％  20％  40％ 60％  80％  

医師の専門分野  

必要な費用の概ねの金銀  

第三者機関による医療機関の評価  

診察科目   

連携している医療機関・介護施設  

夜間・休日診療の実施の有無  

手術の実施件数・成功率  

専門医・認定医・指導医の勤務状況  

医師の経歴、年齢、性別  

入院患者の受入基準  

往診・訪問診療の実施の有無  

その他   

医師の専門分野  

必要な費用の概ねの金臨  

診察科目  

夜間・休日診療の実施の有無  

第三者機関による医療機関の評価   

連携している医療機関t介護施設  

手術の実施件数■成功率  

専門医・認定医・指導医の勤務状況  

医師の経歴、年齢、性別  

入院患者の受入基準  

往診・訪問診療の実施の有無  

その他  

－13－  




